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本研究の目的は、外国語音声模倣に関わる神経基盤を明らかにするために、 functional magnetic 





語の 1 音節の音声データも準備した。実験中に、日本語を Ll とする右利きの成人被験者に、 L2 も
しくは Ll の同じ 1 音節の音を 2 回開かせ、できるだけ正確に 1 回繰り返させ(以後、繰り返し課題
と呼称する)、その際の脳活動を測定した。また、知覚的処理と産出的処理の分離のために、 L2 も
しくは Ll の 2 つの音を聞いて、その音が同じか違うかを弁別させ(以後、弁別課題と呼称する)、
その際の脳活動も測定した。
本実験デザインは、 2 (刺激: Ll , L2) x 2 (課題:繰り返し、弁別)の要因計画デザインであ
る D 繰り返し課題においても弁別課題においても知覚的処理は変らない、また、知覚的処理と産出
































本研究では、外国語音声模倣に関わる神経基盤を明らかにするために、 functional magnetic 




利きの成人被験者に、 L2 もしくは Ll の同じ 1 音節の音を 2 回聞かせ、できるだけ正確に 1 回繰
り返させ、その際の脳活動を測定した。また、知覚的処理と産出的処理の分離のために、 L2 も
しくは Ll の 2 つの音を聞いて、その音が同じか違うかを弁別させ、その際の脳活動も測定した。
実験の結果、外国語音声の産出的処理に関与する脳活動領域として、左下前頭回弁蓋部から左前
部島皮質にかけての領域と左縁上回領域が知覚的処理と分離して同定された。また、その知覚的
処理に関与する脳活動領域として、両側上側頭回、両側下前頭回三角部から前部島皮質にかけて
の領域が同定された。
本研究によって、これまで明らかになっていなかった、新奇な外国語音声模倣における産出的
処理に関与する脳活動領域が、はじめて同定された。今回の研究結果は、ヒトの模倣における 1
つの重要な側面である音声の模倣メカニズム理解の前進に、脳機能画像研究の側面から神経科学
領域に貢献しうるものであり、また、医学領域においては、運動感覚の障害がひとつの原因と考
えられている、失語症、特に伝導失語の音韻性錯誤の脳内メカニズムの解明に貢献をもたらすと
考えられる。これらは本学及び医学研究領域の発展に大いに貢献するものであり学位取得に足る
業績であると判断した。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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